
（アメリカ）Zahm & Nagel社製

　ボリュームメーター　シリーズ1000

●タンク内に貯蔵されたビールや飲料の炭
酸ガスボリュームを測定する器具です。
バッチ毎の炭酸ガス溶存 の安定管理の
ために、醸造家必携。

●正確なピストン機構でサンプルのこぼれ
出しやヒューマンエラーを防ぎます。

●容積拡大テストを行うことで正確なデー
タが取得できます。

●ステンレス製で耐久性がありながら、軽
くて操作しやすい構造。

●（ご注意）#1000 でビールを採取するた
めには、タンクにサンプルコックがつく
ヘルール口（11/2 インチなど）がついて
いることが必要です。 写真左側は専用
のサンプルコック（ 写真は 11/2 ヘルー
ル接続。その他の接続方式も承ります）
で、サンプルコックは別売のオプション
です。

●温度計は従来「アルコール温度計」または「水銀温度計」
でしたが、2012年から「ダイヤル温度計」にマイナー
チェンジしました。新しい温度計は、既存のボリュー
ムメーターにレトロフィット可能です。

（オプション）
専用サンプルコック
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＊測定前に保護メガネを着用して
下さい。

＊測定すべきビールと同程度に冷
やしたボリュームメーターにゴ
ムボールでカウンタプレッシャ
をつくります。

＊温度が高かったりプレッシャが
低かったりすると、ボリューム
メーターにビールを流し込む
時、泡が発生したりビール温度
が上昇して正確なガスボリュー
ム測定ができません。

＊ブライトビールタンクのトライ
コック（サンプリングコック）
にボリュームメーターを接続し、
ビールをゆっくりとボリューム
メーター内に入れていきます。

＊このときカウンタプレッシャは
ゆっくりと少しだけ落とします。
急激に落とすと流れ込んだビー
ルが泡を発生し、容器内をビー
ルで完全に置換することが出来
ません。

＊コックからボリュームメーター
をはずし、ハンドルを持って容
器を激しく８～10回振って下さ
い。容器を振っている間に自然
にピストンが押し出され、ガス
圧は均衡状態となります。
＊このときピストンは無理に引き
出したりしないこと。また、ビー
ルの温度が上がらないよう、で
きるだけ金属部分に手を触れな
いよう注意して下さい。

＊圧力と温度とを読みとり付属
チャートから炭酸ガスボリュー
ムを決定します。

＊測定終了後はゴムボールで容器
内のビールを押しだし、グース
ネックから容器内に水を入れて
十分に洗い流して下さい。また
次回測定時にピストンがスムー
ズに動くよう、潤滑剤を塗布し
ておくと万全です。

＃１０００  ボリュームメーターの取扱い方法
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＜タンク内ビールの炭酸ガス （ガスボリューム）を測定します。＞

ボリュームメーター
シリーズ 1000

※弊社発行、地ビールパッケージニュース Vol.8「ヤマモトのテクニカルメモ」から転載。

コック上部のフックで、、、

、、、ボリュームメー
ターのクランプ
に固定できるよう
になっています。

2012 年から標準の
「ダイヤル温度計」


